


研究研修費 こども未来館駐車場 300 たかまつミラィエ 

調査旅費 有料道路通行料   

研究研修費 
宿泊費 3名分 

20,400 仏生山まちぐるみ

旅館 

お土産代 三好市、綾川町、高松こ

ども未来館 

8,100 
3カ所 

  



政務活動費に係る視察報告書 

 

1.日時：平成 30年 8月 23日（木）～24日（金） 

2.内容：香川県綾川町、三好市、高松こども未来館について 

3.報告：下記のとおり 

 

（1）「アクティブラーニングについて」（香川県綾川町） 

綾川町では、児童に学ぶ楽しさを実感させるため、主体的・能動的に学習に取り組む授業

を目指して、「きく・語る」活動を取り入れ、試行の可視化により、学ぶ楽しさを実感でき

る授業づくりに取り組んでいます。人間は、情報の 80％は、視覚から入力されるといわれ

ています。目で見れば、一目瞭然ですが、それを言葉で説明するとなると難しくなります。 

そうなると、頭の中で整理するのが苦手な児童にとっては、学習の振り返りの地点で混乱

してしまいます。話し合った内容をボードに書き込んだ

り、その言葉をボード上で移動させたりすることにより、

意見の集約などが目で見てわかり、自分のかかわり方も

自然とみえてくることにより、積極的に授業に参加でき

るように工夫されていました。 

教育は、子どもが活動を始めたら、見守ることが基本

ですが、その前段階の環境づくりは、大人の役割です。

ちょっとした工夫で、子どもたちの目はキラキラ輝くの

です。教育委員会に今後、授業の可視化について提案し

ていきます。 

 

（2）サテライトオフィス誘致プロジェクト（徳島県三好市） 

三好市は、徳島県の西部に位置する中山間地域です。自然に囲まれた環境は篠山と同じで

す。中山間地域では、まちを衰退させないためにも、雇用の場の確保は、非常に大切です。 

 そこで多くの自治体は、企業誘致に取り組んでいます。しかしながら、今や企業誘致はそ

う簡単にできるものではありません。そこで発想を変え、大規模な誘致合戦から身を引き、

身の丈に合った雇用の場の創出に成功しているのが、三好市です。 

 今や、インターネットの急速な広がりにより、都会でなければ、仕事ができないという時

代ではありません。創造力を必要とするクリエイティブな仕事は自然に囲まれた田舎の環

境の方が適している場合も多くあります。 

 三好市では、空き家となった旅館を利用して、様々な支援策を用意して、サテライトオフ

ィスに企業を誘致しています。 



 オフィスの中は、まるで大都会のオフィスのように、若者の活気に満ち溢れていました。 

 若者が集う⇒恋が芽生える⇒めでたくゴールイン⇒そして出産。これが出生率を上げる最

も自然な形です。 

 人口を増加させる政策は、常に出生率を上げることを幹として、その幹に健康増進政策に

よる長寿、Uターン・Iターン者の移住や観光などから、関係を持った方が移り住むなどの

社会増加の枝を茂らせていくことが成功の鍵です。 

 現在の篠山市の人口増加の基本施策は酒井市長の提唱する「ふるさと篠山に住もう帰ろ

う運動」を基本としています。 

 過疎対策と人口増加対策が入り混じり、ばらまき事業になっている感があります。毎年、

所管の常任委員会で、過疎対策と人口増加対策を分けるように指摘をし、担当課も現状を認

めていますが、一向に改善されることはありません。 

 そして、人口は毎年減り続けています。来年度こそ、過疎を食い止める事業と人口を増加

させる事業を切り分け、実りのある予算の使い方になるように提案していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）高松こども未来館 

 清新の会は人口増加対策の研究に力を入れています。 

 高松こども未来館の中には、「夢みらい図書館」、「みんなのひろば」、「科学展示室」「昆虫

標本展示館」「科学体験広場」大人気の「プラネタリウム」「平和祈念館」などがあり、親子

で学び・くつろげる、素晴らしい空間でした。 

 当会では、10月の決算特別委員会で、中央図書館での

こども連れの保護者に、アンケート調査をして、若い世

代の要望把握に努めるように提案しました。清新の会で

は、中央図書館の中に、こども図書館がつくれないか、

研究中です。 










